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○曲水の豊明は「めぐりみずのとよのあかり」と詠みます。三月三日の上巳の節供（桃の節句）
に、昔、宮中の貴族の邸で行われた遊宴です。ひな祭りの元になった行事のようです。

〇貴族たちが庭園に引き込んだうねり曲がって流れる川べりで、曲水の上流から流される杯が
自分の前を通り過ぎないうちに詩歌を詠じた遊びを「曲水の豊明」あるいは「曲水の宴」と
呼びました。奈良、平安時代に貴族の邸宅の庭で盛んに行われた優雅な遊びの宴です。

〇上巳（じょうし）は五節供の２番目、３月３日です。五節句は中国から伝来した節目の日で
す。三月の初めの巳(み)の日に禊ぎをして厄払いをする行事が元です。日本に伝来して貴族
の行事として3月3日に川辺に出て、宴を張る（曲水の豊明・曲水の宴）ようになりました。

〇元々庶民の間では人型流しと呼ばれる厄払いの風習がありました。紙や薄い木の板を人間の
形に切り、具合の悪い所をなでてから川に流すというものです。日本に上巳の節供が伝わり、
行事として儀式的な意味合いを持つようになると、子どもが生まれてからある一定期間、人
形を保管しておき、3歳頃になってから流すという風習が生まれました。これが今に伝わる、
雛祭りの原型のようです。流し雛の風習は厄払いのための禊ぎが起源だったのですね。

〇厄を川に流して水で浄める。日本人の祈りと願いの原型がここにもあります。神社や寺院に
は参拝前に手や口を清める水、手水舎（ちょうずや）が置かれています。聖域に足を踏み入
れる前に必ず川や浄水で体を浄めていたのです。神仏に祈願する時、冷水を浴びて汚れを除
き心身を清浄にすることを水垢離といいます。滝行や水行などの水を使った修行形態はすべ
て身を清めて神仏に相対するための心身の汚れの祓いと清めの儀式なのです。

〇日本は山が多く雨の多い水の豊かな国です。土地の高低差に従って流れは蛇行し流域に豊か
な実りをもたらしました。まさしく曲りくねった水の流れがもたらす豊かな光明です。春に
なり里では豊富な水量が必要な時期となります。上巳の日に水の流れに厄を流しその後の清
き水の流れが豊かな水と実り多い平和な春をもたらすよう願うために、3月３日の上巳はそ
の節目（節句）にふさわしい日です。冬を曲水に流し豊明の春を迎える桃の節句です。
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3月23日 ・30日　4月6日の映画会はお休みします

13時半 命知らずの男（80分）
ジェーシーとフランクのジェームズ兄弟、ヤンガー兄弟、キッド・ダルトーン一味は、南軍

ゲリラ、クアントリルに参加したが、ジェーシーはクアントリル暴挙に懸念を抱くに至る。

13時半 ジェーン・エア（96分）
シャーロット・ブロンテの名作文学の映画化。孤児院を出たジェーン・エアはある屋敷の家庭

教師となる。彼女は次第に屋敷の主、エドワードに心を惹かれていく。

春の彼岸会法要 3月21日（火）春分の日 11時から
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天気が周期的に変化するようになりました。三寒四温の寒暖変化が感じられる季節です。本来「三寒四
温」の言葉は冬に 4日間暖かい日が続くと 3日間寒い日が続き，また暖かい日が訪れるというように，7日の
周期で寒暖が繰り返される、朝鮮半島や中国北東部の冬に典型的な気象現象の言葉でした。日本の冬はシベ
リア高気圧の強弱だけでなく、太平洋高気圧の動きも影響するため、大陸の気候のように顕著に三寒四温が
表れることはほとんどありません。近年、日本では、春先に低気圧と高気圧が交互にやってきて、気温が周
期的に変化する早春の気候を「三寒四温」と呼び、春の訪れを呼び込む言葉となっているようです。池の氷
や霜柱が消え、枝が芽吹き、地中の虫がもぞもぞと這いまわるようになりました。霜柱が立たなくなったら
そろそろジャガイモの種の植え時です。ただ油断していると4月の初めまで雪が降り積もることがあるので、
まだ夏用タイヤに変更できません。三寒四温は寒暖の行ったり来たりに気を遣わなければならない季節です。
人の心身は寒暖の動きに大きく左右されることが、今年になって強く実感できるようになりました。血管

の病気には気温の大きな変化が影響を及ぼすため、なるべく一定の温度を保った暖かい部屋でこの冬を過ご
してきました。早朝の気温差は血管へのインパクトが強いため、5時からの朝勤もゴミ捨ても、ラジオ体操も
冬の間は中止です。たまに日差しのある日中に外出しても戸外との温度差に益々寒さが身にしみます。そう
なると血管への悪影響を懸念して外出を厭うようになり、ぬくぬくとした室内で一日を過ごすようになりま
す。変化より安定が体には良いのかもしれませんが、逆に外からの刺激が減ると心身もその安定に慣れきっ
て、生命力の活性が鈍ってくるように感じます。療養のためには身体の安定が一番なのでしょうが、その安
定が心の不活性化につながるようで、この冬はなんとも心身には居心地の悪い冬を過ごしてきました。
「この十余日はすでに食も殆どとどまりて候ふ上、雪はかさなり、寒はせめ候ふ。身の冷ゆる事石のごと

し。胸のつめたき事氷のごとし。しかるにこの酒、温かにさしわかして、かつかうをはたとくい切つて、一
度のみて候へば、火を胸にたくがごとし、ゆに入るににたり。汗にあかあらい、しづくに足をすすぐ。（こ
の十日あまりはもう食事もほとんど喉を通らなくなりました。その上、雪は降り積もり、寒さは襲いかかり
ます。体が冷えることは石のようです。胸の冷たいことは氷のようです。ところが、このたび送っていただ
いた清酒を温かくして、かっこう（藿香：飲み薬）をバリッと食い切って、ひとたび飲み下しますと、火を
たいたように胸が熱くなり、湯につかったように体が暖かくなります。流れ出る汗で垢を洗い落とし、した
たり落ちる汗で足を濯ぎ清めます。）」注1日蓮聖人が身延の山の寒さに体が衰えていく中、檀信徒の上野殿
母尼御前から贈られた供物への礼状です。この時聖人は病に冒されていて、翌年療養に向かう途中の武蔵国
池上（現東京都大田区池上本門寺）で示寂されました。冬の寒さをしのぐ暖房が火鉢と囲炉裏以外、ほとん
ど方法がなかった時代、食べ物も喉を通らなくなって衰え冷えた体に、頂いたお酒は何よりの心身への供養
となりました。暖められた体から出た汗が心身を清めてくれたのです。お酒を送ってくれた上野殿尼御前に
はこれ以上ない感謝の言葉です。人々は物も乏しく寒さにさらされながらも、お互いが持っているものを互
いに融通し合って今日まで私たちへと命を繋いできたのです。言うまでもなくそのいのちは肉体的な命だけ
でなく、教えと、その教えを語る宗祖の人柄までをもいのちとして私たちに繋いでくれているのです。この
礼状が800年以上の年月を隔てて、今私たちが読むことが出来るのは、教えを支えてくれる檀信徒への聖人の
感謝の気持ちとその教えを伝え続けたいと願う人々のいのちが繋いできてくれたものです。今私たちは人情
味細やかな人間臭い宗祖の人柄があったからこそ、法華経の教えを色読し続け、教えに（正法）厳格で信徒
にもそれを忠実に行うことを求めた聖人の人と教えのいのちを今私たちは受け取ることが出来るのです。
日蓮聖人が書かれた文章は真筆を含めて、今に多く残されてきました。出版や印刷という概念がない時代、

信徒たちに教えを伝えるために自筆でしたためられた文章を受け取った人々は、お互いそれを共有して書写
し、現代まで繋いできました。指定された信者同士で回し読みしなさいと書かれたものや独自の宗教論を展
開する著作のほかに、個人宛の手紙も多く残されています。供物のお礼に始まり信心の厚さを讃え、信仰へ
の様々な疑問に答える形のものとなっています。それらは偽撰と疑われるものと真撰を慎重に判別し、全集
にまとめられ出版され、ネットでも簡単にアクセスできます。私はその殆どを詠む中で、日蓮聖人の論理的
で実証的な主張に圧倒されます。聖人が生きた時代の学問的成果と経文を丹念に読み込み、そこから独自の
法華経の色読の論理を構築し実践した過程が手に取るように分かるのです。論理と実証と実践が三位一体と
なりぶれがありません。一方その厳格な主張と実践の姿と信者一人一人に書き綴られた人情味豊かで涙もろ
い人となりの落差に驚かざるを得ません。私たちは教え（法）の内容に意識が行きがちです。そして教えだ
けでその宗教の内容の優劣や正当性の主張が行われているような気がしてなりません。日蓮の教えは日蓮と
いう人格が生み出したものです。彼の人格に共感し感銘したからこそ彼の教えを人々は信じ、それを今に伝
えようとしてきたのではないでしょうか。法は人格を離れて法のみで自立するという考えが法灯明です。個
人崇拝は厳に戒めなければなりませんが、私は自灯明を照らすエネルギー源として日蓮という人格への感銘
を必要としているようです。法への帰依と人への感銘、それは日蓮に限らず親鸞でも
法然でも必要とされるはずのものです。法と人、この両者が私の中で融解し
た時この冬私が抱えてきた心身（信と行）への居心地の悪さが解消される
のではないかと期待しています。


